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この度はお買い上げ頂き、 あ りがと う ございます。 貴方を
ド ゥ カテ ィ ス ト の仲間と し て迎えれる こ とは、 私達に と っ
て何よ り もの喜びです。 この新しいバイ クでは日常的に利
用されるだけではな く 、 ロングツーリ ングも楽し まれる こ
と と思います。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 その
ラ イデ ィ ングが常に快適で楽しいものであるよ う願ってい
ます。
私達は、 常にア フ ターサービスの改善に努めていますが、
その努力の一環と し て、 お客様にこのマニュ アルに記載さ
れた正しい使用方法、 特に慣ら し運転の項を順守し ていた
だ く よ う お願い致し ます。 そ う する こ とによ り、 Ducati は
あなたの要求にいつでも応え、 最高のラ イデ ィ ングがいつ
も楽しめる こ と で し ょ う 。
修理作業や適切なア ド バイスが必要な場合は、 Ducati オ
フ ィ シ ャルデ ィ ーラーにご連絡下さい。
誰よ り も Ducati を熟知し たエキスパー ト 達が、 いつも万全
の体制でお客様のご要望にお応え致し ます。

楽しいラ イデ ィ ングを！

参考
Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 本マニュ アルの

編集過程での誤り に対し、 いかなる責任も負 う ものではあ
り ません。 こ こに記載された情報は、 印刷時点において最
新のものです。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 製品
を改良、 発展させてい く ために必要と される、 あらゆる変
更を行 う権利を保有し ます。
安全のため、 そ し て保証を有効にするため、 また Ducati
モーターサイ クルの信頼性、 価値を保証するため、 Ducati
オ リ ジナルパーツのみをご使用下さい。

警告
本マニュ アルは車両の一部とみな され、 車両を売却す

る際には、 常に新しい所有者に渡さ なければな り ません。
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保証について
あなた自身のため、 また製品の信頼性を保証するために、
特に専門的技術が要求される整備作業は、 Ducati オフ ィ
シ ャルデ ィ ーラーまたはサービスセン ターにご依頼頂 く よ
う 強 く お薦めし ます。
Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ーラーの熟練し たス タ ッ フが、 ど
のよ う な整備作業にも対応でき る適切な器具と、 完璧な互
換性、 円滑な作動、 ロングラ イ フ を保証する Ducati オ リ ジ
ナルパーツのみを使用し、 最善のサービスを提供致し ます。

全ての Ducati モーターサイ クルには保証書が付属し ていま
す。 車両を競技やそれに類する目的に使用する場合は保証
の対象外と な り ます。 また保証期間中に、 車両の一部で も
Ducati オ リ ジナルパーツでない物と交換し た り、 改造し た
り、 変更し た場合、 本社の保証は適用されません。

シンボルマーク
このバイ クについてよ り良 く 理解するため、 当マニュ アル
をよ く お読み下さい。 車両について、 不明な点、 さ らに詳
し く お知り にな り たい点がある場合は、 ご購入先のオフ ィ
シ ャルデ ィ ーラーにお問い合わせ下さい。 当マニュ アルに
記載された情報は、 あなたの走行にき っ と役立つこ と で
し ょ う。 Ducati モーターホールデ ィ ング社は、 快適で楽し
い走行を願いつつ、 長期にわたってあなたの車両性能が保
たれるよ う お手伝いし ていきたいと思ってお り ます。
本マニュ アルには注意事項と し て、 下記のシンボルマーク
が使用されています ：

警告
この説明を順守し ない場合、 重度の負傷および死亡に

まで至る危険性があ り ます。

重要
車両な らびに車両構成部品に損傷を与える可能性があ

り ます。

参考
作業上の追加注意事項

文中の 「右」、 「左」 の表記は乗車位置から見た位置です。
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安全運転のための注意事項

警告
運転を開始する前によ く 読んで下さい。

多 く の事故の殆どは経験不足のために起こ り ます。 運転時
には運転免許証を必ず所持し ているかを確認し て下さ い。 
免許証は適し た車種および有効期限内のものが必要です。
あなたの車両を未経験者および有効免許証を持っていない
ラ イダーに貸さ ないで下さ い。
ラ イダー、 パッ センジ ャー共に常に適し た服装、 およびヘ
ルメ ッ ト の着用は義務と な ってお り ます。
視界を制限し た り、 操作の妨げになるア クセサリーなどが
ない。 適切なラ イデ ィ ングウエアを着用し て下さい。
屋内では絶対にエンジンを始動し た り、 作動させた り し な
いで下さい。 排気ガスは有毒ですので、 短時間で意識を
失った り、 さ らには死亡にまで至る危険性があ り ます。
ラ イダー、 パッ センジ ャー共に、 走行中は足を フ ッ ト レス
ト に乗せておいて下さい。
急な方向変更や路面状態の違いに対応でき るよ う 、 ラ イ
ダーは常に両手でハン ド ルを保持し、 パッ センジ ャーは
パッ センジ ャーシー ト にあるハン ド ルを常に持っていなけ
ればな り ません。
走行地域の道路交通法、 法律等を遵守し て下さ い。
常に指示された速度制限を厳守する と と もに、 視界や道路
条件、 混雑の割合に合わせて、 常に速度を調整し て下さい。
レーンチ ェ ンジする時や曲がる時には、 常に適切に ターン
イ ンジケーターを使用し、 早めに合図を し て下さい。
良好な視界を保ち、 前方車両の” 死角” に入らないよ う 走
行し て下さい。

交差点や、 私有地の出口に近い場所、 駐車場、 高速道路へ
の進入路等を走行する際は充分に注意し て下さ い。
給油の際は常にエンジンを停止し、 給油時にエンジンやエ
キゾース ト パイプにガソ リ ンがこぼれないよ う に注意し て
下さい。
給油時は絶対に喫煙し ないで下さ い。
給油の際に、 人体に有毒な気化ガソ リ ンを吸い込む可能性
があ り ます。 も し ガソ リ ンが皮膚や衣服に付着し た場合は、
直ちに石鹸と水で洗浄し、 衣服を取り替えて下さい。
車両から離れる場合は、 必ずキーを抜いて下さ い。
エンジン、 エキゾース ト パイプ、 サイ レ ンサーはエンジン
停止後も長時間高温を保ちます。

警告
エキゾース ト システムは、 エンジンを止めた後も熱い

場合があ り ます。 エキゾース ト システムボデ ィ には手を触
れないよ う 充分注意し、 車両を木材、 木の葉などの可燃物
のそばに駐車し ないよ う に し て下さい。

車両は人や物がぶつからないよ う な場所にサイ ド ス タ ン ド
を使用し て停車し て下さい。
平面でないと こ ろや柔らかい地面、 および車両が倒れる可
能性がある場所には絶対に停車し ないで下さい。
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最大積載時の運転
このバイ クは最大積載時で も長距離を安全に走行できるよ
う に設計されています。
重量をバラ ンス良 く 配分する こ とは、 通常の安全走行に必
要な注意事項です。 凸凹道を走行し た り、 急な進路変更を
必要とする際の ト ラ ブルを避けるために、 と ても重要です。

警告 
サイ ドバッ ク、 ト ッ プケース、 タ ン クバッ ク を積んだ

状態での最高走行速度は 180 km/h を超えてはならない。

警告
車両許容重量を超える こ とのないよ う、 以下の積載容

量に注意する こ と。

積載容量について
走行時の車両総重量は 
ラ イダー、 パッ センジ ャー、 荷物、 オプシ ョ ンパーツの重
量の合計で
430 Kg.

警告
サイ ドバッ ク、 ト ッ プケース、 タ ン クバッ クの最高重

量は、 以下のよ う に 35 kg を絶対に超えてはな らい。
サイ ドバッ クは 1 個につき最大 10 Kg
ト ッ プケースは最大 10 kg
タ ン クバッ クは 5 Kg

重要
積み荷は車両の中心に近 く 、 できる限り低い位置に配

置するよ う 努めて下さい。
バッ グなどの荷物は車体に し っかり固定し ます。 確実に固
定されていない場合、 運転が不安定になる危険があ り ます。
車両が不安定にな り ますので、 ステア リ ングヘ ッ ド やフ ロ
ン ト マ ッ ド ガー ド 部に、 体積や重量のある ものを固定し な
いで下さい。
車両の可動部分の妨げになる恐れがあ り ますので フ レーム
のすき間に絶対に物を挟まないで下さい。
サイ ドバッ ク設置 （ご要望で Ducati 部品交換セン ターにて
受付可能） の際は , 荷物やア クセサリ ーをそれぞれの重量
に基づき、 サイ ド バッ クの重量が均一になるよ う に心がけ
ます。 それぞれのロ ッ クでサイ ド バッ グを閉めます。
タ イヤが、 163 ページに定められた規定空気圧内の良いコ
ンデ ィ シ ョ ンである こ と を確かめて下さい。
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識別データ
すべての Ducati モーターサイ クルはフ レームナンバー ( 図
1) と エンジンナンバー( 図 2) の 2 種類の番号で識別し ます。

参考
これらの番号は車両モデルを識別する もので、 部品を

注文する際にも必要です。

フ レーム 　 N. 

エンジン 　 N. 

図 1

図 2
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イ ンス ト ルメ ン ト パネル
( ダ ッ シュボー ド )

イ ンス ト ルメ ン ト パネル
1) LCD Dot-Matrix, (14 ページ参照 )
2) タ コ メ ーター (rpm)
1 分間のエンジン回転数を表示。
3) ニュー ト ラルラ ンプ N ( 緑 ) 。
ギアポジシ ョ ンがニュー ト ラルの時に点灯し ます。

4) ハイ ビーム表示灯  ( 青 ) 。
ハイ ビーム点灯表示がでます。

5) エンジンオイル圧警告灯 ( 赤 ) 。
エンジンオイルのプレ ッ シ ャーが低すぎる時に点灯し ます。 
“Key-on” の状態が必要ですが、 エンジン起動後、 数秒の停
止が必要です。
エンジン温度が高い時に、 場合によ って数秒間点灯する こ
とがあ り ますが、 回転数が上がる と消灯し ます。

重要
エンジンに重度の破損を もたらす恐れがあるので、 こ

のラ ンプ (5) が点灯続けている場合は、 車両を使用し ないで
下さい。

6) リザーブ燃料警告灯  ( 琥珀色 )。
燃料レベルがリザーブ状態になる と点灯し ます。 約 4 リ ッ
ト ルにな った と きに点灯し ます。

7) ターン イ ンジケーター表示灯  ( 緑 ) 。
ターン イ ンジケーターを ON にする と点灯し、 点滅し ます。

8) “車両 / エンジン診断 - EOBD” ラ ンプ  ( 琥珀色 ) 。
エンジン と / も し く は車両にエ ラーが出る と同時に点灯し
ますが、 場合によ っては、 エンジンブロ ッ クにつながる こ
と もあ り ます。

GEAR

DDA
LAP

2 9
1

4

6

8

1053

7 図 3
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9) リ ミ ッ ターラ ンプ “Over rev” / ト ラ クシ ョ ン コ ン ト

ロールラ ンプ “DTC” ( 赤 ) ( 図 3):

(*) それぞれのエンジン コ ン ト ロールユニ ッ ト の口径測定
は、 モデルによ り、 リ ミ ッ ターの限界と リ ミ ッ ターそのも
の次第で異なる設定になる場合があ り ます。

参考
Funzione Over rev ラ ンプ と DTC ラ ンプが同時に点灯

し た場合 , イ ンス ト ルメ ン ト パネルには Funzione Over rev
と表示されます。

10) ABS ラ ンプ  ( 琥珀色 ) ( 図 3)。
ABS 停止も し く は故障時に点灯し ます。

(**) ABS はエンジン起動後も ラ ンプが点滅する時のみ停止
し ます。

Over rev ラ ンプ

続行 停止

第一起点 - リ ミ ッ ターに達する
RPM 数  (*)

On - 無点滅

リ ミ ッ ター ( 外部回転切断 ) (*) On - 点滅

DTC 作業ラ ンプ

作業な し 停止

DTC 作業中 On - 無点滅

エンジン停止 / 走行速度 5 Km/h 以下

無点灯 点滅 点灯

 - 
ABS 停止は “DISAB 
ABS” と表示 (**)

ABS 機能はまだ発動
していない

エンジン起動 / 走行速度 5 Km/h 以下

無点灯 点滅 点灯

 - 
ABS 停止は “DISAB 
ABS” と表示

ABS 機能はまだ発動
していない

エンジン起動 / 走行速度 5 Km/h 以上

無点灯 点滅 点灯

ABS 機能は起
動中

ABS 停止は “DISAB 
ABS” と表示

ABS は問題発生のた
め停止
12
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11)  コ ン ト ロールボタ ン ( 図 4)
イ ンス ト ルメ ン ト パネル " " 上の設定および表示に使用す
るボタ ン。
12)  コ ン ト ロールボタ ン ( 図 4)
イ ンス ト ルメ ン ト パネル " " 上の設定および表示に使用す
るボタ ン。
13)  フ ラ ッ シ ャーラ ンプボタ ン FLASH ( 図 4)
フ ラ ッ シ ャーラ ンプ機能ボタ ンは LAP 機能に使われる こ と
もあ り ます。
14) 停止ボタ ン (RESET) ( 図 4)。
このボタ ンは通常ターン イ ンジケーターの解除機能に使用
し ますが、 イ ンス ト ルメ ン ト パネルのリ セ ッ ト / 決定と
Riding Mode 機能にも使用し ます。

14 1211

13

図 4
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LCD の主な機能

警告
イ ンス ト ルメ ン ト パネルでの操作は必ず車両が停止し

ている時に行なって下さい。 走行中にイ ンス ト ル メ ン ト パ
ネルの操作は絶対に行わないで下さい。

1) スピー ド メ ーター
走行速度を表示し ます
2) オ ド メ ーター
総走行距離を示し ます
3) ト リ ッ プ メ ーター
リ セ ッ ト 後の走行距離を表示し ます (TRIP １ および TRIP 
２ )。
4) フ ューエル ト リ ッ プ メ ーター。
リザーブに入ってからの走行距離を示し ます。
5) 時計
6) 燃料レベル
7) エンジン回転数表示 (RPM)。
8) ラ ッ プ タ イム、 瞬間最高速度、 最大 RPM(LAP)。
9) DTC ON/OFF.
10) ギア表示

11) クーラ ン ト 温度計
エンジン クーラ ン ト 温度を表示し ます。

重要
温度が最高に達し た時は車両を使用し ないで下さい。

エンジン を傷める可能性があ り ます。

12) LCD Dot-Matrix

GEAR

DDA
LAP

8 7
12

6143211

9

5

10 図 5
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LCD －パラ メ ーター設定 / 表示
イ ンス ト ルメ ン ト パネルチ ェ ッ ク後には常にデ ィ スプレー
中央にオ ド メ ーター (TOT) と円形のデ ィ スプレーにはラ イ
デ ィ ングス タ イルが表示されます。

参考
ボタ ン を押し ながらチ ェ ッ ク を中断する こ とができま

す (1, 図 7)。

始動チ ェ ッ ク後、 イ ンス ト ルメ ン ト パネル中央には以下の
情報が表示されます。

LCD （中央デ ィ スプレー） (A, 図 6):
- 走行速度表示
- エンジン回転数表示 (RPM)
- ギア表示
- 時計
- 燃料残量表示
- エンジン冷却水温表示
- TOT - オ ド メ ーター

この時点でボタ ンを押し ながら (1, 図 7) “ ”、 以下の機能
が可能にな り ます。
- TRIP1 - オ ド メ ーター 1
- TRIP2- オ ド メ ーター 2

GEAR

DDA
LAP

B

A

図 6

1 2
図 7
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Dot-Matrix （円形デ ィ スプレー） (B, 図 6):
- 警告 ( 起動の場合 )
- エ ラー ( 起動の場合 )
- DESMO SERVICE ( 起動の場合 )
- SET UP - ラ イデ ィ ングス タ イル設定表示

この時点でボタ ンを押し ながら (2, 図 7) “ ”、 以下の機能
が可能にな り ます :
- RANGE - 独立残量
- CONS I. - 一時消費
- CONS M. - 平均消費
- AVG - 平均速度
- AIR - 空気温
- TIME TRIP - 走行時間

車両速度計
この機能は車両速度 （Km/h または mph の選択が可能） を
表示し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルは実際の速度 (km/h) 情報を 8% 増
大させたデータ を表示し ます。
表示可能最高速度は 299 km/h (186 mph) です。
299 Km/h (186 mph) 以上の場合、" - - - "( 連続表示 ) が表示
されます。

図 8
16



P
JJ
エンジン回転数表示 (RPM)
この機能はエンジン回転を表示し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルにはエンジン回転データが表示さ
れます。
左から右に見えるデータは回転数を表し ます。

図 9
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ギアイ ン表示
この機能はギアを表示し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルはデータ およびク ラ ッ チを切った
状態またはニュー ト ラル “N” を表示し ます。

参考
ギアセンサーエ ラーが出た場合 “-” の表示が出ます

( 無点滅 ) 。

 GEAR GEAR GEAR GEAR GEAR GEAR GEAR GEAR

図 10
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時計
この機能では時刻を表示し ます。
時刻は常に以下のよ う に表示されます ：
AM 0:00 から 11:59
PM 12:00 から 11:59

バッ テ リーが中断された場合 (Batt-OFF)、 電源の確保およ
び次の Key-On 時に時計はリ セ ッ ト され、 自動的に “0:00”
から再開し ます。

 

図 11
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燃料残量表示
この機能は燃料残量を表示し ます。
リザーブ ラ ンプは ２ 目盛まで下がり、 燃料タ ン クに約 ４
リ ッ ト ルの残量がある場合点灯し ます。 さ らに目盛が下が
る場合、 最後の目盛は点滅し ます。

重要
給油時、 リザーブ状態に入り ラ ンプが点灯し た場合、

車両停止 （key-off) を推奨し ます。 車両が起動 （key-on でエ
ンジンは off） 状態で給油し た場合、 データ更新に時間差が
出る こ とがあ り ます。

参考
レベルセンサーエ ラーが出た場合、 目盛のない棒グラ

フが表示され、 数値は点滅表示されます。

図 12

目盛点滅

目盛点灯

目盛点灯
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エンジン クーラ ン ト 温度
エンジン クーラ ン ト に関する表示機能について記述し ます。
温度測定単位の選択が可能です。 
(°C o °F)
以下のとお り、 データが表示されます :
- データが - 39°C から +39°C の場合、 イ ンス ト ルメ ン

ト パネルには無点滅で “LO” と表示されます。
- データが - +40°C から +120°C の場合、 イ ンス ト ルメ

ン ト パネルには無点滅で表示されます。
- データが +121 °C (°F ) 以上の場合、 デ ィ スプレ イ上に

は "HI" が点滅表示されます。

参考
センサーエ ラーの場合は "---" が点滅表示され、 同時

にエンジン / 車両診断ラ ンプ -EOBD(8、 図 3) が点灯し ま
す。

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン

UK、 USA バージ ョ ン

固定データ

固定データ 固定データ

点滅データ

点滅データ

エンジン診断

固定データ

固定データ 固定データ

点滅データ

点滅データ

エンジン診断 図 13
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総走行距離 " オ ド メ ーター " 表示
この機能では総走行距離を表示し ます。
キー ON でシステムは自動的にこの機能に入り ます。
データは永久的に記録され、 リ セ ッ ト する事はできません。
数値が 99999 Km( または 99999 マイル ) を越える と、 表示
は "99999" のまま残り ます。

図 14

EU、 CND、 FRA、 JAP バージ ョ ン UK、 USA バージ ョ ン
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" ト リ ッ プ１ " メ ータ ー表示
この機能では部分的走行距離を表示し ます。
この機能が表示されている時にボタ ン (1、 図 7)" " を 3 秒
間押すと、 データはリ セ ッ ト されます。
データが 999.9 に達する と、 走行距離はリ セ ッ ト され、 自
動的に 0 からス ター ト し ます。
システムの測定単位を変更も し く は供給中断 （Battery off)
が発生し た場合は、 その時点で この機能はリ セ ッ ト され、
０ から カウン ト が始ま り ます （新し く 設定された単位で）。

参考
このデータがリ セ ッ ト される と、 平均消費と平均速度

および走行時間機能も リ セ ッ ト されます。

" ト リ ッ プ２ " メ ータ ー表示
この機能では部分的走行距離を表示し ます。
この機能が表示されている時にボタ ン (1、 図 7)" " を 3 秒
間押すと、 データはリ セ ッ ト されます。
データが 999.9 に達する と、 走行距離はリ セ ッ ト され、 自
動的に 0 からス ター ト し ます。
システムの測定単位を変更も し く は供給中断 （Battery off)
が発生し た場合は、 その時点で この機能はリ セ ッ ト され、
０ から カウン ト が始ま り ます （新し く 設定された単位で）。

図 15

EU、 CND、 FRA、 JAPバージョ ン UK、 USA バージ ョ ン

図 16

EU、 CND、 FRA、 JAPバージョ ン UK、 USA バージ ョ ン
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DTC 表示 ON / OFF
この機能は DTC (Ducati Traction Control) が ON の状態の時
のみ表示されます。
点枠内の DTC が消えている場合、 OFF 状態を表し ます。

LAP 表示 ON / OFF
この機能は LAP ( ラ ッ プ タ イム ) が ON の状態の時のみ表示
されます。
LAP が消えている場合は、 OFF 状態を表し ます。

図 17

DTC OFF DTC ON

LAP

図 18

LAP OFF LAP ON
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警告表示 ( アラーム / マーク )
イ ンス ト ルメ ン ト パネルは円形デ ィ スプレー “Dot-Matrix” 
(B, 図 19) 上に、 車両の正常機能に危険のない程度の警告を
表示し ます。
Key-On ( チ ェ ッ ク終了後 ) 状態で、 起動中の場合、 一つも
し く はそれ以上の警告表示が出ます。
起動中に警告が発令された場合、 円形デ ィ スプレー “Dot-
Matrix” (B, 図 19) 上は自動的にマークに置き換わり ます。
警告マークが ２ つ以上の場合、 ３ 秒ご と に表示が変わり ま
す。 

参考
一つも し く はそれ以上の警告がある場合、 マーク ラ ン

プは点灯し ません。

警告は以下のマークで表示されます。
- バッ テ リーレベル
- ト ラ クシ ョ ン コ ン ト ロール
- Hands Free キー
- Hands Free キーバッ テ リ ーレベル
- 冷却水温度
- ハン ドル解除エ ラー時

一つも し く はそれ以上の警告が出た場合でも、 ボタ ン (2, 図
7) “ ” を押せば他の機能に移動が可能です。

GEAR

DDA
LAP

B

図 19
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バッ テ リーレベル “LOW”
車両バッ テ リ ーが低下する と、 この警告が表示されます。
バッ テ リー電圧が ｣ 11.7 Volt 時に表示されます。

参考
この場合 Ducat 社は、 車両停止を避けるため、 正規

チャージ ャーで速やかにバッ テ リ ーチャージをする こ と を
推奨し ます。

ト ラ ク シ ョ ン コ ン ト ロール (DTC) OFF
この警告は DTC (Ducati Traction Control) が OFF の状態を表
し ます。

参考
この場合 Ducati 社は、 車両が ト ラ クシ ョ ン コ ン ト

ロール機能に沿っていない理由から、 運転に細心の注意を
払 う こ と を推奨し ます。

図 20

図 21
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Hands Free （HF) キー無感知
この警告はア ク テ ィ ブキー (1, 図 59) の Hands Free システム
が車両付近に感知されない場合表示されます。

参考
この場合 Ducati 社は、 ア ク テ ィ ブキー (1, 図 59) を車

両付近で感知確認 （これで無 く し ていない確認も可） する
こ と を推奨し ます。

Hands Free (HF) キーバッ テ リーレベル 
“LOW”
この警告は Hands Free システムによ り、 ア ク テ ィ ブキー電
池 (1, 図 59) がバッ テ リ ーが切れかかっている車両起動を知
らせる ものです。

参考
この場合 Ducati 社は、 “ア ク テ ィ ブキーのバッ テ リー

交換” (86 ページ ) を参照し、 速やかな電池交換を推奨し ま
す。

図 22

図 23
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エンジン クーラ ン ト 温度 "High"
この警告はエンジン クーラ ン ト 温度が高温である こ と を表
し ます。
温度が 121°C (250°F) まで上昇する と作動し ます。

参考
この場合 Ducati 社は、 速やかなエンジン停止と切断

を推奨し ます。 フ ァ ンの作動は構いません。

エ ラー 　 ステア リ ングアンロ ッ ク状態 - 
ステア リ ングロ ッ ク状態
この警告は Hands Free システムがステア リ ングロ ッ クにオ
ンできなかった時に表示されます。

警告
この場合 Ducati 社は、 ハン ドルレバーを押し ながら

車両の停止と再起動 （Key-Off/Key-On) を推奨し ます。 も し
マークが変わらない （つま り ステア リ ングロ ッ ク状態のま
ま） 場合は、 Ducati オフ ィ シ ャルデ ィ ラーまたはサービス
セン ターにご依頼下さい。

図 24

図 25
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イ ンス ト ルメ ン ト パネルの診断
この機能は車両の異常を点検し ます。
イ ンス ト ルメ ン ト パネルは、 あらゆる車両異常 （エ ラー）
を即時に表示し ます。
Key-On ( チ ェ ッ ク終了後 ) 状態で、 一つも し く はそれ以上
の警告表示が出ます （起動中の場合のみ）。
起動中に警告が発令された場合、 円形デ ィ スプレー “Dot-
Matrix” (B, 図 6) 上は自動的にマークに置き換わり ます。
複数のエラーがある場合は ３ 秒ご と に表示が変わり ます。 
複数のエラーがある場合はいつも “エンジン / 車両診断 - 
EOBD” ラ ンプ も点灯し ます (8, 図 3) 。

一つも し く はそれ以上のエ ラーが出た場合でも、 ボタ ン (2, 
図 7) “ ” を押せば他の機能に移動が可能です。
その後、 エ ラーリ ス ト が表示されます。

警告
一つかそれ以上のエラーが表示された場合には、 必ず

Ducati デ ィ ーラーまたはサービスセン ターにご連絡下さい。

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー

BBS/DTC Black Box ユニ ッ ト  / ト ラ クシ ョ ン コ ン ト ロール

GEAR SENSOR ギアセンサー

FUEL SENSOR 燃料レベルセンサー

SPEED SENSOR スピー ド センサー

EXVL ERROR エキゾース ト バルブモーター

UNKNOW DEVICE 未確認コ ン ト ロールユニ ッ ト
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DEVICE ECU ECU コ ン ト ロールユニ ッ ト 無作動

DEVICE DASHBOARD イ ンス ト ルメ ン ト パネル故障

DEVICE HANDS FREE Hands Free コ ン ト ロールユニ ッ ト 故障

DEVICE BBS - DTC Black Box コ ン ト ロールユニ ッ ト 故障

THROTTLE POSITION スロ ッ ト ルポジシ ョ ンエ ラー

ACCELER. POSITION ア クセルポジシ ョ ンエ ラー

ETV MOTOR スロ ッ ト ルモーター故障

ETV RELAY リ レースロ ッ ト ルモーター故障

PRESSURE 外気圧センサー

ENGINE TEMPERAT. エンジン温度

AIR TEMP 外気温

FUEL INJECTION イ ンジ ェ クシ ョ ン リ レー

COIL コ イル

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー
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INJECTOR イ ンジ ェ ク ター

PICK-UP エンジン回転作動センサー

LAMBDA ラムダセンサー

LAMBDA HEATER ラムダ ヒーター

FAN RELAY フ ァ ン リ レー

HIGH BEAM ハイ ビームリ レー

LOW BEAM ロービームリ レー

CLAXON 警告ホーン

CAN CAN ラ イ ンエ ラー

BATTERY 電圧 (HIGH も し く は LOW)

DEVICE DES サスペンシ ョ ン コ ン ト ロールユニ ッ ト 無作動

DES GENERIC サスペンシ ョ ン コ ン ト ロールユニ ッ ト に問題発生

STOP LIGHT 後部ラ イ ト 故障

ラ ンプ エラー メ ッ セージ エ ラー
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